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全体評価全体評価全体評価全体評価公立大学法人奈良県立医科大学は、中期目標に定める「県民の生命・健康を守るため、進歩著しい医療に応じた最新の医学教育、看護学教育を積極的に取り入れ、心優しい医師・看護職者、研究者の育成に努め、また、医学・看護学の発展に貢献する情報を大和の地から広く世界に発信するとともに、高度先進医療を提供し、県民の誇りとなる大学を目指す」ことを目標に大学運営を行っている。＜＜＜＜ 中期目標期間中期目標期間中期目標期間中期目標期間のののの振振振振りりりり返返返返りについてりについてりについてりについて ＞＞＞＞法人化後３年目となる平成２１年度は、６年間の中期目標期間の前半を終了した時点にあたる。これまでの３年間、厳しい経営状況のなか理事長のリーダーシップのもと教職員が一丸となって、教育・研究・診療の質の向上や業務運営の改善に向け取り組んできた。平成平成平成平成１９１９１９１９年度評価結果 平成年度評価結果 平成年度評価結果 平成年度評価結果 平成２０２０２０２０年度評価結果 平成年度評価結果 平成年度評価結果 平成年度評価結果 平成２１２１２１２１年度評価結果年度評価結果年度評価結果年度評価結果

主な取組としては、以下のような取組を行ってきた。

その結果、各年度においては、おおむね順調に進んでいると判断し、総括すれば、中期目標・中期計画の達成に向け順調な進捗状況となっていると認められる。

○地域医療を担う人材の確保と教育
� 入学定員に地域枠と緊急医師確保枠を設定
�６年一貫教育「ＭＤプログラム奈良2006」に基づく体系的教育や地域医療に貢献する人材育成のための地域基盤型学習の実施○地域医療を支える人材の確保と養成
� 「７対１」導入に向けた看護師確保への取組
� 臨床研修医や医員が研修や実習に専念できる環境整備○地域医療連携の推進
�予約診療システムの導入や入院患者の退院支援などによる円滑化
�クリニカルパスの作成による診療の効率化や均質化○患者の視点に立った利用環境の向上
�患者等が憩うことができる場所の設置
� 総合相談窓口の設置による患者の意見等を把握しやすい環境づくり

教育(Ⅲ) 研究(Ⅲ)診療(Ⅲ)社会連携(Ⅲ)業務運営（Ⅲ)財務内容(Ⅲ)自己点検(Ⅲ)施設整備(Ⅳ)安全管理(Ⅲ) 教育(Ⅲ) 研究(Ⅲ)診療(Ⅳ)社会連携(Ⅲ)業務運営(Ⅲ)財務内容(Ⅲ)自己点検(Ⅲ)施設整備(Ⅳ)安全管理(Ⅳ)教育(Ⅲ) 研究（Ⅲ)診療(Ⅳ)社会連携(Ⅲ)業務運営(Ⅲ)財務内容（Ⅲ）自己点検(Ⅲ)施設整備(Ⅲ)安全管理(Ⅲ)
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しかし一方で、昨年度に指摘した課題について改善がなされていないものや、「検討する」というものなど、以下のような課題も残されていると見受けられる。

今後、残り３年間、法人においては、これら課題の解消に向け具体的な取組を確実に進めるとともに、引き続きこれまで以上に、独立行政法人の強みを活かし、また大学が有する資源を把握した経営戦略を意識して業務を推進し、中期目標・中期計画の着実な達成に向け取り組むことを期待する。＜＜＜＜ 平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度のののの評価結果評価結果評価結果評価結果についてについてについてについて ＞＞＞＞平成２１年度の業務の実績については、まず、修士課程の入学者定員の確保、地域枠と緊急医師確保枠を含む１１３名の医学科入学者数の確保、産学官連携、医療安全の徹底に取り組んでいるが、（仮称）地域医療総合支援センターの設置など地域医療への貢献に対する取組に期待する。また、今後の施設整備については、（仮称）中央手術棟の整備などを含む計画案の検討を行っている。さらに、附属病院長を中心とした病院経営の改善、地域連携クリティカルパスなど地域医療連携を一層推進することにより、計画的な診療を行い診療報酬の確保に努めていることなどが注目される。これら取組を含めて、医科大学の平成２１年度のすべての取組について評価の結果、中期目標９項目中全項目（教育、研究、診療、社会連携・国際交流、業務運営、財務、自己点検・評価、施設整備、安全管理）について「順調に進んでいる」又は「おおむね順調に進んでいる」と評定、年度計画で定めた事業をおおむね実施していると判断した。以上のことを踏まえ、公立大学法人奈良県立医科大学の平成２１年度の業務実績については、中期目標・中期計画の達成に向けて、全体としてはおおむね順調に進んでいると認められる。なお、法人から提出のあった業務実績報告書においては、計画と取組実績の関係が明確でないものが見受けられるため、計画の目的を的確に把握し、年度計画に取り組んでいただきたい。

●優れた教育を実践する教員の表彰制度など若手教員の指導に向けた取組●地域医療の貢献に対する中心機関としての役割●教員が研究に専念できるための長期研修制度の導入●一定の成果を挙げた教員の評価に対してインセンティブが働く制度づくり●医薬・診療材料費比率の削減、収支構造等の分析結果の検証と活用


